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は
じ
め
に

敗
戦
後
の
日
本
に
お
い
て
「
平
和
国
家
」
は
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
っ
て
い
る
側
面
が
あ
り
、
立
場
の
張
に
関
わ
ら

ず
「
平
和
国
家
」
と
い
う
共
通
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
絶
対
平
和
支
の
立
場
が
こ
れ
を
主
張
す
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き

る
だ
ろ
う
が
、
「
武
力
の
行
使
」
を
{
谷
認
す
る
立
場
も
「
平
和
国
家
」
を
用
い
て
主
張
す
る
。
た
と
え
ば
、
集
団
的
白
衛
権
を
{
谷
認
す

る
平
和
安
全
法
制
を
成
立
さ
せ
た
政
府
は
、
二
0
 
一
四
年
(
平
嘘
天
年
)
七
月
一
日
に
閣
弐
雛
だ
さ
れ
た
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国

民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全
保
障
法
制
の
整
備
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
「
祭
国
は
、
戦
後
一
貫
し
て
日
本
鼎
淡
の
下
で

(
2
)

平
和
国
家
と
し
て
永
ノ
ん
で
き
た
」
と
自
ら
の
立
場
を
「
平
和
風
尓
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
我
か
国
の
平
和
国
家
と
し
て

の
歩
み
は
、
国
際
社
会
に
お
い
て
高
い
評
価
と
酋
蔽
を
勝
ち
得
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
よ
り
硫
固
た
る
も
の
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

(
3
)

い
」
と
述
べ
て
集
団
的
自
衛
椛
に
伴
う
「
武
力
の
行
使
」
の
翁
乢
を
主
張
し
た
。

歴
史
学
者
の
和
田
春
樹
は
戦
後
日
本
の
原
点
で
あ
る
^
平
和
国
家
」
に
関
す
る
認
識
を
新
た
に
さ
せ
た
。
和
田
は
こ
の
標
語
が
三

九
四
五
年
九
打
四
H
、
敗
戦
後
最
初
の
帝
国
焚
工
開
会
に
さ
い
し
て
火
皇
が
発
し
た
塾
叩
に
お
い
て
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う
耶

災
を
発
見
し
た
。
ま
た
そ
の
平
智
心
想
が
終
繋
W
の
「
萬
也
ノ
小
,
太
平
ヲ
開
カ
ム
」
の
「
太
平
」
に
遡
る
と
し
て
、
戦
後
の
平
和

鼎
尓
口
本
の
力
針
が
、
 
G
H
Q
か
ら
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
天
皇
に
由
来
す
る
「
非
武
装
非
腎
鼎
小
」
と
い
う
日
本
四
様
的

決
断
で
あ
っ
た
七
喪
し
た
。
こ
の
研
究
は
そ
の
後
、
朝
日
新
聞
の
上
丸
洋
一
、
 
N
H
K
 
の
塩
田
純
に
ょ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
小
楼
例
,
だ
史
の
第
人
古
十
●
モ
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、
戦
後
「
非
心
衣
冴
戦
の
男
尓
」
と
い
う
日
オ
円
建
の
川
,
上
カ
チ

冒
)

皇
と
匡
民
に
ょ
っ
て
い
た
こ
と
を
村
極
的
に
評
佃
さ
れ
た
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^
者
は
和
田
の
^
究
に
^
、
づ
い
て
奴
R
^
詔
^
白
の
^
萬
^
ノ
爲
二
^
^
ヲ
開
カ
ム
^
と
い
う
用
^
叩
の
^
入
^
程
に
注
冒
し
、
そ
の
思
相
心

〔
【
ι

的
内
実
が
戦
前
の
国
体
思
想
に
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
事
実
は
^
平
和
国
家
」
が
戦
前
の
国
体
思
想
の
戦
後
版
に
等
し
い

こ
と
を
・
薫
味
す
る
。
実
際
に
本
^
泌
で
確
認
す
る
が
、
開
院
式
勅
書
の
起
草
文
に
^
平
和
国
家
^
の
文
言
を
挿
入
し
た
敗
戦
後
最
初
の
首

相
東
久
邇
宮
稔
彦
は
、
第
八
十
八
回
帝
騨
麥
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
終
戦
肋
馨
の
「
万
世
ノ
為
二
太
平
ヲ
開
カ
ノ
ご
の
実
現
と
し

て
妙
佼
の
方
針
を
主
張
L
た
。

し
か
し
^
太
平
」
と
「
平
和
国
家
」
は
思
想
的
に
つ
な
が
っ
て
い
て
も
文
言
が
異
な
る
。
本
^
潮
で
は
開
院
式
勅
語
で
語
ら
れ
た
「
平

)し

和
国
家
」
の
文
言
成
立
の
過
程
に
注
目
し
、
東
久
邇
宮
が
こ
の
用
語
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
を
鴫
山
し
、
国
体
思
想
に
お
け
る
戦
前
と

戦
後
の
淫
机
性
と
い
う
傍
証
を
固
め
る
。
そ
っ
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
立
場
が
こ
の
文
一
再
に
包
摂
さ
れ
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
豆
早
「
平
和
国
家
」
の
提
唱
者
東
久
邇
宮

敗
戦
一
系
初
に
開
か
れ
た
帝
国
焚
工
で
の
開
院
式
勅
語
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
あ
っ
た
が
、
二
0
 
一
六
年
十
一
月

N
H
K
 
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
梅
原
勇
樹
が
国
立
八
十
'
館
で
起
草
案
資
料
を
発
見
し
、
二
0
 
一
七
年
一
月
四
日
豊
秀
一
記
者
に
ょ
っ
て

(
8
)

(
9
)

朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
発
見
さ
れ
た
草
案
資
料
を
和
田
の
分
析
に
基
づ
い
璽
埋
す
る
と
、
第
一
案
は
終
鷲
叩
書
の
起
草
に
も
関

、し

(
W
)

わ
っ
た
幾
,
署
の
川
田
瑞
穂
嘱
託
が
起
草
し
、
二
名
馨
記
官
が
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
平
和
」
や
「
平
和
畢
」

元
)

一
Ⅱ
)

と
い
う
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
緒
方
竹
虎
内
閣
当
ル
官
長
と
東
久
邇
{
見
彦
首
相
の
修
正
が
加
え
ら
れ
も
の
が
第
二
ψ
f
あ

る
。
緒
方
は
第
一
案
の
文
末
に
あ
っ
た
^
光
却
ア
ル
國
M
戚
ノ
護
^
ト
国
威
ノ
發
^
ト
ニ
邁
逃
セ
ム
コ
ト
ヲ
期
セ
ヨ
^
と
い
う
文
言
を
削

除
し
、
以
後
「
国
体
護
持
」
と
い
う
表
現
が
無
く
な
る
。
文
頭
に
あ
る
「
國
体
ノ
精
華
ヲ
発
揮
」
と
い
う
表
現
住
穫
ま
で
残
り
、
吐
机

開院式勅語における「平和凶家」成立過程
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く
「
信
義
ヲ
世
界
二
敷
カ
ム
ト
欲
シ
」
と
い
う
部
分
に
東
久
邇
宮
首
相
が
「
進
ン
デ
平
和
的
新
日
本
ヲ
建
設
シ
テ
人
ヲ
文
化
二
貢
献

セ
ム
コ
ト
ヲ
欲
シ
」
(
傍
点
筆
名
)
と
い
う
一
句
を
書
き
加
え
た
。
こ
れ
が
後
の
「
平
和
国
家
ヲ
確
立
シ
テ
」
と
い
う
文
言
に
至
る
最
初

の
過
程
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
煕
字
で
追
加
さ
れ
た
首
相
の
文
言
は
第
二
案
の
最
於
階
に
黒
字
で
傑
さ
れ
て
い
る
。
欄
外
に
赤
字
で
発
さ
れ
た

露
)

「
黒
字
総
理
N
」
と
い
う
文
言
も
黒
字
で
取
り
消
点
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
森
用
さ
れ
て
作
成
さ
れ
た
第
三
案
の
欄
外
注

に
「
黒
字
ハ
宮
内
省
一
県
。
赤
字
ハ
更
二
佐
墜
皮
記
官
」
と
あ
る
の
で
、
先
に
宮
内
省
が
手
を
入
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
宮
内
省
は
大

幅
な
訂
正
を
行
い
、
「
朕
ハ
時
局
収
拾
ノ
詔
命
ヲ
下
シ
テ
ヨ
リ
」
と
い
う
一
句
を
削
除
し
、
「
國
体
ノ
精
華
ヲ
発
揮
シ
テ
信
義
ヲ
世
界
二

布
カ
ム
ト
竺
日
夜
吹
幣
カ
ス
」
へ
森
筆
者
)
と
い
う
一
句
は
二
つ
に
分
け
て
、
前
半
を
「
終
戦
二
伴
属
タ
タ
の
線
苦
ヲ
克
服
シ
」

の
あ
と
に
、
下
線
部
分
を
「
戰
災
ヲ
蒙
レ
ル
者
ノ
熱
御
一
一
至
り
テ
ハ
固
ヨ
リ
萬
全
ヲ
期
」
の
後
ろ
に
移
し
た
。
こ
の
修
正
の
後
に
首
相

が
改
め
て
、
宮
内
省
が
移
し
奇
半
部
分
の
一
句
の
後
ろ
に
「
平
和
的
新
日
本
ヲ
建
設
シ
テ
人
ヲ
文
化
二
貢
献
セ
ム
コ
ト
ヲ
欲
シ
」

〔
4
)

を
挿
入
し
、
一
存
て
先
の
下
線
部
分
「
日
夜
雙
芯
措
カ
ス
、
此
ノ
大
業
ヲ
成
就
セ
ム
ト
欲
セ
ハ
」
釜
凹
き
込
ま
れ
て
い
る
。

」
"
、
人
 
1
〕
、
」
コ
」

こ
れ
か
採
用
さ
れ
て
第
凶
案
と
な
っ
た
。
最
後
に
川
田
瑞
穂
か
剖
修
(
不
墜
ふ
字
句
や
烹
お
添
削
)
し
、
「
平
和
的
新
日
本
ヲ
建
誰
ン

テ
」
と
い
う
一
句
を
「
平
和
国
家
ヲ
硫
立
シ
テ
」
と
修
正
し
た
。
こ
の
修
正
第
四
案
が
黒
案
と
な
り
、
僅
か
な
修
正
を
加
え
た
上
で

九
刃
一
Π
瀏
誠
込
ル
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
戦
後
再
建
の
基
本
方
針
と
な
る
「
平
和
国
家
ノ
確
立
」
と
い
う
一
句
は
、
東
久
邇
宮
首
相
に

(
}
)

よ
っ
て
そ
の
繋
券
挿
入
さ
れ
、
漢
子
者
川
田
瑞
穂
に
ょ
っ
て
表
現
が
整
え
ら
れ
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

和
田
春
樹
は
開
院
式
勅
語
の
起
草
過
程
に
お
い
て
、
木
戸
内
大
臣
の
日
記
(
九
月
一
旦
時
)
に
「
〔
宮
内
省
の
〕
加
藤
霧
局
長
来

{
玲
)

(
7
〕

室
、
開
院
式
繋
擧
耒
に
つ
き
相
談
あ
り
、
同
意
す
」
と
あ
り
、
「
木
戸
は
こ
の
後
、
天
皇
罪
謁
し
て
い
る
」
こ
と
か
ら
、
当
初
「
こ

玲

の
一
句
^
平
和
国
家
〕
も
宮
内
省
関
係
者
と
天
皇
の
合
恵
に
ょ
っ
て
も
り
こ
ま
れ
た
」
と
老
え
て
い
た
が
、
新
資
利
か
発
見
さ
れ
た
こ
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(
9
)

と
に
ょ
り
^
人
^
中
の
洲
鰹
^
は
そ
の
闇
に
天
皇
と
相
^
耿
し
た
こ
と
を
暗
^
し
て
い
る
^
と
^
測
し
、
^
九
月
四
日
勅
^
叩
は
東
久
^
筥
首
相

(
知
)

上
大
白
^
の
^
^
眉
か
ら
う
ま
^
た
も
の
だ
と
^
和
^
岫
し
て
ょ
い
^
と
^
・
^
疋
し
た
。

第
二
章
東
久
邇
宮
日
記
の
検
証

「
平
和
的
新
日
本
ヲ
鷲
艦
と
い
う
一
句
の
挿
入
が
東
久
翅
宮
に
ょ
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
彼
は
ど
こ
か
ら
そ
の
力
針
と

器
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
平
和
」
の
一
句
を
最
初
に
挿
入
し
た
東
久
邇
宮
は
、
戦
後
出
版
し
た
日
記
『
東
久
邇
日
記
』
の
中
で
こ

の
理
解
に
通
じ
る
言
乎
τ
敗
戦
直
後
に
綴
っ
て
い
た
。
た
と
え
ぱ
、
蚕
日
放
送
を
聞
い
た
感
想
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

私
は
^
日
、
わ
か
国
の
^
製
^
を
^
J
え
つ
つ
、
ゾ
^
の
吐
和
^
爾
を
得
た
。
・
:
:
・
明
治
^
^
当
^
の
小
日
^
に
押
L
^
め
ら
れ
る
わ
^
国
^

は
、
今
ま
で
の
過
失
を
今
後
の
戒
め
と
し
て
心
機
一
転
、
今
よ
り
た
だ
ち
に
道
義
と
文
化
の
高
き
民
主
、
支
平
和
国
家
と
し
て
の

新
日
本
の
讐
醜
に
発
足
し
、
す
み
や
か
に
戦
争
に
ょ
る
璽
自
を
回
復
し
よ
う
。
戦
争
は
も
う
こ
り
ご
り
し
た
。
△
尾
候
は
軍
備
の
全

廃
、
戦
争
の
根
絶
、
世
界
の
平
和
、
人
類
の
幸
福
に
一
最
し
よ
う
と
す
る
人
類
印
腎
の
使
徒
の
先
駆
者
と
な
っ
て
、
努
力
し
よ
う

ず
し

で
は
な
い
か
。
匡
終
舌
)

和
田
春
樹
は
、
戦
後
二
年
目
に
東
久
導
=
が
著
し
た
『
私
の
記
録
』
に
こ
の
既
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
「
お
そ
ら
く
こ
の
既
述
は
、
後

(
器
)

世
忠
き
加
え
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
ご
失
際
に
防
俳
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
原
本
の
「
東
久
邇
宮
Π
記
」
に
は
こ
の
記

(
叩
〕

述
が
な
い
。
さ
ら
に
、
『
東
久
邇
日
記
』
で
終
繋
、
馨
の
放
送
以
後
に
「
道
義
と
文
化
の
高
き
民
主
圭
弐
的
な
平
和
男
尓
と
し
て
の
新

開院式勒i,吾における「平1川刃劣U 成立過荏
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<
討
〕

『
東
久
曾
記
』

唯

日
本
を
建
設
」
と
い
う
一
句
を
何
度
も
姿
て
い
る
が
、
日
記
原
本
の
該
当
箇
所
に
は
そ
の
記
述
か
な
い
。

、

と
日
記
原
本
で
共
通
し
て
い
る
張
は
、
九
月
一
五
日
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
の
瓢
で
彼
が
述
べ
た
言
葉
あ
る
。
『
東
久
邇
日
記
』
で

(
2
)

「
私
は
わ
奇
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
忠
実
に
実
行
し
、
平
和
新
日
本
を
建
設
す
る
た
め
に
努
力
し
た
い
」
と
述
べ
た
箇
所
の
日
記
原
本

は
、
「
私
は
ポ
ツ
ツ
ダ
ム
祥
を
忠
{
貫
に
賓
行
し
、
我
國
の
道
徳
心
を
向
上
し
、
文
化
を
高
め
、
世
界
永
遠
の
平
和
に
貢
獻
す
る
考
な

(
2
)
゛

る
学
の
べ
」
(
傍
臺
者
ψ
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
記
原
本
で
は
九
月
一
五
日
ま
で
「
平
和
」
と
い
う
文
言
が
出
て
こ
な
い
の

で
あ
る
。
一
方
、
日
記
原
本
の
他
の
箇
所
で
「
平
和
」
と
い
之
呈
が
出
て
く
る
の
は
首
相
辞
任
後
の
十
一
月
九
日
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
と
の

、し

一
最
に
お
け
る
以
下
四
呈
で
あ
る
。

、

旦
り

戰
時
中
我
国
民
道
徳
は
大
に
下
落
せ
り
、
依
り
て
私
は
賀
川
〔
曲
豆
彦
〕
と
相
談
し
、
国
民
の
道
徳
を
向
上
し
、
道
義
と
文
化

の
高
き
平
和
的
新
日
本
を
建
§
ん
と
す

(
野
)

キ
リ
ス
ト
教
に
依
り
山
界
各
國
問
の
に
く
し
み
を
一
婦
し
価
界
、
釜
の
平
和
を
確
立
せ
ん
と
す
(
焦
§
色

、

^
即
^
出
阪
さ
れ
た
一
東
久
^
H
■
ル
^
は
首
相
^
^
^
間
に
^
口
わ
^
た
十
月
九
日
で
攸
赴
わ
っ
て
い
る
の
で
、
^
髭
詞
固
^
〒
一
河
九
H
)
^

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
分
析
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
と
の
面
談
で
語
ら
れ
た
「
道
義
と
文
化
の
局
き
平

和
的
新
日
本
を
讐
心
」
と
い
、
つ
豆
木
が
、
出
版
さ
れ
た
『
東
久
邇
日
記
』
の
中
で
八
月
一
五
日
以
降
糎
糸
に
加
筆
さ
れ
て
ぃ
る
こ
と
で

あ
る
。出
版
日
記
に
大
幅
な
削
除
や
加
第
か
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
原
本
と
照
ら
し
介
わ
せ
て
四
且
し
九
伊
股
之

肖山総合文化政策学第21 (2022年3月)
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雄
は
、
東
久
邇
宮
が
『
東
久
邇
日
記
』
の
出
版
を
通
し
て
「
(
胴
)
皇
族
"
し
た
自
由
主
義
的
田
黨
を
持
ち
、
軍
や
官
僚
と
戦
う
気

骨
の
あ
る
人
物
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
相
当
あ
る
、
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
戦
後
民
主
主
秀
時
流
に
乗
る
形
で
広
げ
て
い
く
」
目
的
が

あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
見
方
に
従
う
と
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
開
院
式
塾
叩
の
起
草
案
や
第
八
十
八
回
帝
国
議

三
)

会
の
施
政
方
針
一
欝
で
「
平
和
的
新
日
本
の
建
設
」
と
い
う
文
言
を
使
用
し
た
東
久
邇
宮
は
、
そ
の
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
や
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
師
に
対
し
て
「
平
和
的
新
日
本
」
と
い
、
?
憂
を
用
い
て
日
本
の
方
針
を
伝
え
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
用
語
は
国
民
に
対
し
て
ょ

り
も
、
対
外
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
和
田
春
樹
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
開
院
式
勅
語
が
語

ら
れ
た
翌
日
の
新
聞
で
「
平
和
国
・
家
」
が
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
国
内
一
般
の
政
仏
祭
も
、
知
識
人
も
、

<
3
〕

国
民
も
こ
の
時
点
で
は
ま
っ
た
く
反
応
を
示
さ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
東
久
邇
宮
は
敗
戦
の
年
の
十
二
月
三
日
(
五
八
歳

の
器
H
)
、
「
我
國
内
に
於
て
は
天
皇
制
の
存
否
を
論
じ
'
茨
は
改
正
せ
ら
れ
ん
と
し
、
軍
備
は
全
く
廃
止
せ
ら
れ
、
近
く
婦
人
参

政
樒
も
與
え
ら
れ
ん
と
す
〔
。
〕
我
國
に
て
は
今
迄
の
事
ぱ
全
部
ご
破
算
と
し
民
主
主
義
自
由
主
義
の
新
日
本
が
出
現
せ
り
」
と
い
う

世
剪
動
き
を
察
知
し
、
「
私
は
八
月
十
五
日
に
生
れ
変
り
、
工
成
の
人
問
と
し
て
人
生
を
や
り
な
お
し
、
道
義
と
文
化
の
高
き
、
民

(
迅
§
)

主
的
、
平
和
的
新
日
本
の
建
設
に
貢
獻
せ
ん
と
す
」
と
竪
す
る
。
こ
の
路
線
で
二
つ
の
自
叙
伽
を
出
版
し
た
東
久
邇
宮
は
、
一
九
六

七
年
に
戦
後
民
主
主
義
の
潮
流
に
乗
っ
工
東
久
邇
日
記
』
を
出
版
し
、
そ
こ
で
八
村
一
五
日
以
降
の
日
記
に
「
道
義
と
文
化
の
高
き

露
)

(
契

民
主
、
嘉
平
和
国
家
と
し
て
の
新
日
本
の
建
設
」
と
い
う
豆
木
を
加
筆
し
た
の
だ
ろ
う
。

第
三
章
石
原
莞
爾
の
影
響

傑
式
勅
語
の
「
平
和
里
」
に
至
る
「
平
和
的
新
日
本
ヲ
建
設
」
と
い
う
言
葉
を
挿
入
し
た
の
は
東
久
邇
宮
で
あ
る
が
、
日
記
原

開院i賦軌悟における f平和凶劣U 成立過郡
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露
)

本
を
見
る
限
り
こ
の
用
語
は
彼
に
由
来
し
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
八
月
一
五
日
か
ら
九
月
一
日
の
一
七
日
間
に
他
の
誰
か
か

ら
彬
響
を
党
け
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
可
能
性
は
石
原
莞
爾
で
あ
る
。

東
久
邇
宮
は
、
満
州
事
変
を
引
き
起
こ
し
、
東
条
英
機
と
対
立
し
た
こ
と
で
も
有
名
な
石
原
と
親
し
く
し
て
お
り
、
戦
前
か
ら
影
響

子
)

を
受
け
て
い
た
。
戦
後
の
自
叙
伝
で
も
「
終
始
石
原
の
意
見
を
傾
聴
し
て
い
ま
し
た
。
石
原
は
何
よ
り
も
信
念
の
強
い
人
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
世
界
的
に
、
非
常
に
観
察
の
広
か
っ
た
人
で
し
た
。
人
間
と
し
て
も
、
笑
に
清
廉
潔
白
な
人
で
、
あ
れ
く
ら
い

玉

き
れ
い
な
人
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
{
際
に
敗
戦
後
の
八
月
二
三
日
、
東
久
邇
宮
は
石
原
に
内
閣
顧
問
を
依
頼

露
)
(
四

し
て
い
た
。
石
原
は
「
純
民
間
人
と
し
て
働
き
た
W
」
と
こ
れ
を
断
っ
た
が
、
二
六
日
ま
で
渋
谷
に
滞
在
し
て
敗
戦
内
閣
の
取
る
べ
き

方
策
を
閣
僚
た
ち
に
伝
え
た
。
そ
の
場
に
東
久
邇
宮
は
い
な
か
っ
た
が
、
「
そ
の
他
の
閣
僚
は
朝
か
ら
晩
ま
で
ょ
く
見
え
ら
れ
た
。
恰

(
心
)

度
首
相
官
邸
の
よ
う
に
な
っ
て
、
閣
僚
た
ち
の
相
談
△
系
も
開
か
れ
た
」
と
当
時
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
に
同
席
し
た

(
こ
)

山
口
重
次
は
「
私
に
強
い
印
象
を
芋
え
て
今
で
も
司
徒
に
残
っ
て
い
る
事
柄
」
と
し
て
重
要
な
回
想
を
残
し
て
い
る
。
石
原
が
勧
告
し

た
の
は
、
軍
閥
や
誰
か
を
責
め
る
の
で
は
な
く
「
一
曾
本
国
民
全
部
が
幟
悔
し
、
改
心
す
べ
き
だ
」
と
い
う
こ
と
、
「
『
身
に
寸
鉄
を

一
心
)

帯
ず
』
で
牙
平
和
里
、
を
建
設
せ
よ
」
(
傍
点
筆
者
)
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
平
和
国
家
」
と
い
う
用
語
は
開
院
式
勅
語
の
作

成
過
程
で
定
ま
る
の
で
、
こ
の
用
語
そ
の
も
の
が
使
わ
れ
た
と
は
考
註
い
が
、
石
原
が
敗
戦
日
か
ら
既
に
「
國
民
を
し
て
反
省
倣

(
4
)

晦
^
と
^
娠
備
を
撤
慶
^
を
一
誹
え
て
い
た
こ
と
か
ら
山
口
証
言
の
信
懇
性
は
高
い
と
老
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
閣
僚
た
ち
を
通
じ
て

東
久
邇
宮
の
「
、
輸
的
新
日
本
ヲ
建
設
」
と
い
う
理
念
長
が
る
助
言
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
八
月
二
八
日
璽
冗
報
知
』

に
掲
載
さ
れ
た
石
原
の
訊
鷲
と
同
日
行
わ
れ
た
東
久
邇
宮
の
記
者
会
見
に
は
共
通
点
が
多
く
、
研
究
者
の
問
で
は
東
久
邇
宮
の
方
針
か

〔
掃
)
{
6
)
」

「
石
原
の
彬
郭
を
受
け
た
、
論
」
と
い
う
見
方
が
多
、
。
石
原
は
畝
鷲
で
「
戦
に
負
け
た
以
上
は
キ
ッ
パ
リ
と
潔
く
軍
を
し
て
有
終
の

美
を
な
さ
し
め
て
軍
備
を
轍
廃
し
た
う
え
△
1
度
は
世
界
の
叟
州
に
吾
こ
そ
平
和
の
先
進
国
で
あ
る
位
の
誇
り
を
以
っ
て
対
し
た
い
」

吉山総合文化政策学第21号(2022年3 阿)
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(
E

(
傍
点
筆
者
)
と
泰
し
て
い
た
。
続
け
て
軍
国
、
手
き
ま
さ
る
歎
途
τ
も
っ
て
「
愁
十
、
文
化
、
産
業
の
向
上
に
傾
け
て
祖
国
の
再
建

(
8
)

に
勇
住
澄
」
す
る
こ
と
を
勧
め
、
「
世
界
の
平
和
と
張
に
寄
与
す
る
一
袈
を
掲
げ
た
。
し
か
も
石
原
は
以
前
か
ら
 
7
烝
起
の
平

和
」
を
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
ヨ
暴
が
東
久
邇
宮
に
ょ
っ
て
第
八
十
八
回
帝
国
英
お
施
政
方
針
演
説
と
既
述
し
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と

の
会
珍
C
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
ぎ
ぇ
て
も
、
東
久
邇
宮
の
「
平
和
的
新
日
本
ヲ
建
設
」
と
い
う
力
針
に
石

原
の
斯
音
が
あ
っ
た
と
老
え
ら
れ
る
。

第
四
章
石
原
莞
爾
の
平
和
思
想

次
に
、
石
原
が
い
か
な
る
平
和
思
想
を
抱
い
て
い
た
か
に
注
目
し
よ
う
。
石
原
は
一
九
四
0
年
の
講
演
速
勺
線
を
も
と
に
し
て
一
世

(
犯
)

界
最
終
戦
逃
を
出
版
し
た
。
そ
こ
で
主
張
さ
れ
て
い
る
平
和
と
は
、
最
終
的
に
戦
い
に
勝
利
し
た
存
在
に
ょ
る
争
い
の
な
い
世
界
で

<
0
)

あ
り
、
換
言
す
れ
ぱ
一
君
万
民
に
ょ
る
天
下
泰
平
思
想
で
あ
る
。
彼
が
斯
音
を
受
け
た
田
中
智
学
の
「
八
紘
一
宇
」
が
こ
の
田
葱
τ
支

(
3
)

え
て
い
る
。
彼
は
一
言
う
。

政
治
的
に
世
界
が
一
つ
に
な
り
、
思
想
信
仰
が
統
一
さ
れ
、
こ
の
和
か
な
正
し
帯
神
生
活
を
す
る
為
の
必
要
な
物
資
を
、
喧
曄

し
て
ま
で
争
は
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
言
ふ
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
直
<
の
世
界
の
統
一
、
即
ち
八
紘
エ
チ
が
始
め
て
実

〔
2
)

現
す
る
の
で
あ
ら
う
と
老
へ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
至
る
過
程
の
な
か
で
「
天
皇
が
世
界
の
天
皇
で
在
ら
せ
ら
る
べ
き
も
の
か
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
世
界
三
研
す
べ
き
も
の

開院式勅語におげる「平和国家」成立過程
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{
3
)か
」
と
い
う
最
終
戦
争
が
起
こ
り
、
そ
の
後
に
「
そ
の
闇
争
心
を
国
家
問
の
武
力
闘
争
に
用
ひ
ょ
う
と
す
る
本
能
的
衝
動
は
自
然
に
解

消
し
、
他
の
戦
争
、
即
ち
平
和
裡
に
ょ
り
高
い
文
明
を
建
設
す
る
あ
ら
ゆ
る
競
争
に
転
換
す
郡
」
と
而
し
た
。
つ
ま
り
、
糧
界
続
一

(
5
)

に
ょ
っ
て
戦
争
霜
滅
し
て
「
全
人
努
永
遠
の
平
称
」
を
実
現
す
る
に
至
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
実
現
す
る

の
は
天
皇
で
あ
り
、
「
人
類
文
化
の
目
学
あ
る
八
紘
工
于
の
御
理
想
に
基
き
、
政
治
的
に
は
全
世
界
が
天
皇
を
中
心
と
す
る
一
国
家

(
6
)

◆
ワ
よ
,
り
こ
く

と
な
る
事
は
疑
を
許
さ
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
原
に
ょ
れ
ば
永
遠
の
平
和
と
い
う
「
大
事
業
を
貫
く
も
の
は
肇
国

(
逝

の
精
神
、
日
本
国
体
の
稲
神
に
ょ
る
信
仰
の
統
一
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
国
体
思
想
が
基
盤
と
な
っ
て
い
た
。

東
久
邇
宮
が
「
永
遠
の
平
和
」
を
訴
え
る
際
も
国
体
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
終
戦
詔
書
に
お
け
る

「
太
平
」
と
結
び
つ
け
て
戦
後
日
本
の
平
和
国
家
再
建
の
方
針
を
訴
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
八
十
八
回
帝
国
議
会
の
施
政
方
針
演

説
で
ま
ず
確
認
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
此
の
度
の
終
戦
は
一
に
有
難
き
御
仁
慈
の
大
御
心
に
出
で
た
」
も
の
で
あ
り
、
「
萬
世
の
為
に
太

平
を
開
か
せ
給
う
た
の
で
あ
り
ま
す
」
と
言
う
よ
う
に
、
終
鷲
鴫
青
の
眼
目
が
「
万
世
ノ
為
二
太
平
ヲ
開
カ
ム
」
に
あ
る
こ
と
で
あ

露
)る
。
挟
て
「
世
界
の
平
和
と
東
亜
の
安
定
を
念
い
、
萬
邦
共
栄
轟
{
う
は
、
肇
国
以
来
帝
国
が
以
て
不
変
の
国
是
と
す
る
所
又
固

よ
り
常
に
大
御
心
の
存
す
る
所
」
と
あ
る
よ
う
に
、
世
界
平
和
が
建
国
以
来
の
天
皇
の
意
思
で
あ
り
、
「
益
々
文
化
を
高
め
、
以
て
世

<
9
)

マ
マ

界
の
平
和
と
江
に
貢
献
す
る
こ
と
こ
そ
、
歴
代
の
天
皇
が
深
く
念
と
せ
ら
れ
た
所
」
だ
と
す
る
。
米
国
と
の
開
戦
に
お
い
て
も
昭

和
天
皇
は
「
世
界
平
和
の
確
立
」
を
願
わ
れ
、
戦
争
終
結
の
決
断
も
「
世
界
の
平
和
の
上
に
深
く
大
御
心
を
留
め
さ
せ
給
う
御
仁
慈
の

(
0
〕

思
召
」
だ
と
す
る
。
今
後
は
ポ
ツ
ダ
ム
盲
言
を
誠
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
「
萬
邦
共
栄
の
釜
の
平
和
を
世
界
に
現
わ
し
得
べ
き
こ
と

を
確
信
す
る
」
(
傍
点
筆
者
)
と
述
べ
て
「
平
和
と
文
化
の
偉
大
な
る
新
日
本
を
建
設
」
す
る
こ
と
を
誓
い
、
内
閣
も
「
国
民
の
先
頭
に

<
田
)

立
ち
平
和
的
新
日
本
の
建
設
の
礎
た
ら
ん
」
こ
と
を
約
束
す
る
。
最
後
に
も
う
一
度
「
将
来
の
平
和
的
文
化
的
日
木
の
建
設
に
向
っ
て

(
6
)

謎
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
信
じ
ま
す
」
と
宣
言
し
て
結
ん
で
い
る
。
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東
久
邇
宮
の
石
原
か
ら
の
影
郷
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
戦
前
か
ら
石
原
に
共
鳴
し
、
敗
戦
後
の
内
閣

に
招
請
し
、
施
政
方
針
と
マ
ツ
カ
ー
サ
ー
と
の
会
墜
「
査
の
平
和
」
と
い
う
語
句
を
使
用
し
、
さ
ら
に
は
左
記
の
石
原
の
葬
儀
で

邑
た
東
久
邇
宮
の
弔
詞
を
鑑
み
る
時
、
平
和
的
新
日
本
建
設
の
発
案
に
石
原
の
影
郷
が
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
る
で
あ
ろ

う

世
界
恒
久
平
和
に
対
す
る
勢
{
な
る
信
仰
と
努
力
、
又
極
め
て
簡
手
釜
緑
で
あ
っ
た
彼
の
生
涯
こ
そ
は
永
え
に
万
人
倫
と

し
て
仰
が
れ
る
に
値
す
る
で
あ
ろ
、
つ
。
誹
っ
て
想
っ
に
<
7
や
我
国
は
非
武
壮
六
の
国
と
な
り
・
:
・
:
最
も
公
正
に
白
取
も
熱
烈
に
世
界
平

会
社
会
の
恒
久
平
和
を
主
唱
し
得
る
地
位
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
無
上
の
幸
福
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
斯
く

、
む
す
び

以
上
の
こ
と
か
ら
、
東
久
邇
宮
が
施
政
方
針
一
繞
五
器
冴
「
有
難
き
御
仁
慈
の
大
御
心
」
に
ょ
り
〔
幕
の
為
に
太
平
を
開

か
せ
給
う
た
」
こ
と
を
基
軸
に
し
て
、
石
原
莞
爾
の
「
永
遠
の
平
和
」
と
い
う
一
憂
を
用
い
て
「
平
和
的
新
日
本
の
建
設
」
を
宣
言
し

た
と
き
、
思
想
的
に
は
戦
前
の
国
体
と
の
連
続
性
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
彼
は
一
九
四
五
年
八
月
三
日
の
皇

族
会
議
で
昭
和
天
皇
が
「
私
は
明
治
天
皇
が
、
か
つ
て
三
国
干
渉
の
際
、
涙
を
呑
ん
で
臥
新
曽
胆
の
御
決
意
を
な
さ
っ
た
と
き
と
同
じ

(
悦
)

↑
尋
ち
と
な
っ
て
、
苦
し
さ
を
忍
べ
ぱ
他
日
ま
た
再
興
の
機
会
が
な
い
と
は
い
ぇ
な
い
と
考
え
ま
す
」
(
傍
点
筆
者
)
と
語
っ
た
二
呈

開院式勅語における「平和国家」成立過程
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を
聞
い
て
い
た
。
こ
の
会
雫
皇
族
た
ち
を
昭
和
天
皇
支
持
へ
と
取
り
ま
と
め
て
い
た
の
で
、
「
東
久
邇
宮
へ
の
天
皇
の
評
価
は
さ
ら

(
儒
〕

に
高
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
期
待
に
応
え
て
組
閣
の
命
を
受
け
た
東
久
邇
宮
が
国
集
叺
持
に
取
り
組
む
の
は
自
然
な
流
れ

で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
、
戦
後
日
本
の
基
本
方
針
と
な
る
「
平
和
国
家
」
は
、
東
久
邇
宮
の
「
平
和
的
新
日
本
ヲ
建
設
」
を
支
え
る
理
念

が
吹
駐
馨
と
石
原
莞
爾
の
少
翫
に
ょ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
戦
前
の
鼎
思
ぎ
基
づ
く
平
和
思
夕
い
う
要
素

を
含
ん
で
い
た
と
考
え
て
ょ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
事
{
表
示
す
歴
史
上
の
意
味
は
、
第
一
に
戦
後
日
本
の
「
平
和
国
家
」
が
 
G
H
Q
か
ら
の
押
し
付
け
で
は
な
く
、
日
本
の
主

体
的
決
断
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
は
既
に
和
田
春
樹
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
戦
後
日
本
の
平

和
主
票
「
天
皇
と
国
民
と
知
識
人
が
つ
く
り
だ
し
た
『
平
和
国
家
』
論
」
で
あ
っ
た
と
訴
え
て
い
た
。
第
二
は
、
「
平
和
国
家
」
が

戦
前
の
国
体
思
想
を
継
承
し
て
お
り
、
「
国
体
護
持
」
に
取
っ
て
代
わ
る
文
言
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
天
皇
制
批
判
と

表
裏
一
体
で
展
開
し
た
戦
後
の
平
和
運
動
家
に
と
つ
て
受
け
入
れ
熊
事
実
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
敗
戦
直
後
に
政
治
的
責

任
を
担
っ
た
者
た
ち
の
最
重
要
硲
、
で
あ
り
、
天
皇
の
存
続
を
通
し
て
円
滑
な
占
領
を
企
て
た
 
G
H
Q
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
方
針
で

あ
り
、
敗
戦
得
を
負
<
つ
た
国
民
の
願
島
X
が
こ
の
文
言
に
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
理
解
す
ー
に
戦
後
日
本
人
が
政
治

的
立
場
を
夕
て
「
.
輪
国
家
」
を
唱
え
て
い
る
現
実
に
t
が
い
く
。
つ
ま
り
、
「
平
和
国
家
」
は
戦
後
日
本
の
国
民
的
蓉
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
、
様
々
な
立
場
を
包
摂
す
る
概
念
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
戦
後
「
平
和
国
家
」
に
戦
前
の
国

体
田
槌
の
淫
机
性
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
国
民
を
し
て
国
家
的
暴
走
へ
の
歯
止
め
を
失
う
田
類
的
危
険
性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

音
墜
9
る
。
石
原
一
器
の
平
和
思
想
が
「
八
紘
エ
チ
の
御
理
想
黒
」
づ
い
て
い
た
よ
う
に
、
「
平
和
国
家
」
も
天
皇
を
中
、
心
と
す
る

一
君
万
民
に
ょ
る
争
い
の
な
い
世
界
ミ
傑
し
て
い
た
。
危
恨
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
方
針
が
谷
■
の
「
人
問
盲
喜
長
二
九
四
六
[
昭

和
二
区
年
一
河
一
 
U
)
の
前
に
N
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
平
和
里
」
を
支
え
る
天
皇
郡
的
位
置
を
有
し
て
い

肖山総合文化政策学第21号(2022年3月)
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る
こ
と
で
あ
る
。
神
聖
を
帯
び
た
天
皇
の
存
在
は
、
円
滑
な
国
民
続
治
を
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
国
民
を
し
て
自
ら
の
立
場
に
正
当

性
を
ヲ
え
る
根
拠
と
し
て
も
機
能
し
た
。
筆
者
は
『
抵
抗
権
と
人
権
の
愚
史
』
に
お
い
て
、
袖
聖
な
天
皇
へ
の
忠
N
基
、
づ
く
一
君

万
民
の
導
思
祭
貧
富
の
格
差
や
不
平
等
に
対
す
る
怒
り
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し
、
国
民
を
し
て
熱
狂
的
な
「
第
二
の
維
紗
」

(
9
)
、
、

(
明
治
維
新
の
徹
底
)
に
^
り
山
^
て
、
制
御
で
き
な
く
な
っ
た
^
^
に
一
^
目
し
た
。
^
^
和
^
は
そ
の
国
^
思
相
^
^
見
え
好
い
^
^
で
は
あ

〔
四

る
が
戦
後
に
も
継
続
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
潜
在
的
な
危
険
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

<
1
候
の
訓
織
と
し
て
、
対
外
的
な
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
の
用
語
が
ど
の
よ
う
に
し
て
民
問
人
に
浸
透
し
、
ま
た
な
ぜ
昭
和

0

天
皇
と
の
関
係
が
忘
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
に
注
目
し
て
い
き
た
い

い

(
1
)
「
平
和
国
家
」
に
注
目
し
て
H
本
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
先
行
研
究
に
は
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
五
十
嵐
武
士
司
平
和
国
家
』
と
日
本
型
タ

交
」
、
『
戦
後
日
本
占
領
と
改
革
第
釜
(
岩
波
欝
、
一
九
九
五
年
)
所
収
。
古
W
一
『
「
平
和
畢
」
日
本
の
再
検
討
』
(
岩
波
譜
、
二
0
0

三
年
)
。
和
田
禽
二
平
和
国
家
」
の
璽
1
戦
後
日
本
の
陳
点
と
ホ
美
介
一
(
岩
波
書
店
、
三
9
 
五
年
)
。
古
関
彰
一
『
平
恕
法
の
浴
」
(
ち
く
ま

証
号
二
0
 
一
五
年
)
。
酒
井
喜
編
『
平
和
畢
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
戦
後
日
本
の
思
想
水
脈
1
 
(
岩
波
井
店
二
9
 
六

年
)
。
福
永
文
火
二
平
和
里
」
は
ど
の
よ
う
に
誓
れ
て
き
た
か
1
 
「
平
和
果
一
論
の
位
相
」
、
『
獨
懲
学
.
一
第
一
 
0
二
号
(
獨
協
大
学
法
学
会
、

二
0
 
一
七
年
)
、
一
 
1
五
六
頁
。
高
見
嚇
利
「
「
平
和
国
家
ノ
硴
立
」
か
ら
「
平
怨
法
の
公
布
」
ま
で
1
9
 
・
 
4
勅
語
と
H
 
・
 
3
勅
書
の
間
」
、
『
電
学

研
究
』
第
九
六
二
号
(
縫
文
堂
出
版
、
二
0
 
一
七
年
)
、
ニ
ー
三
頁
。

(
3
 
「
国
の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め
の
切
れ
目
の
な
い
安
全
儒
碕
の
整
備
に
つ
い
て
」
二
0
 
一
倒
年
(
股
三
六
年
)
七
月
一
日
、
里

安
全
保
雙
弐
戚
決
定
、
翌
淡
定
、
内
闇
{
旦
尻
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
二
0
二
三
年
一
月
二
四
日
W
~
(
一
三
一
届
＼
＼
乏
乏
乏
.
乃
器
管
も
倉
＼
鴇
言
仁
＼
三
ぎ
＼
で
巳

＼
=
弓
0
一
]
o
m
旦
.
で
五
{
)
。

(
3
)
同
前
。

(
4
)
和
田
帝
『
「
平
和
国
家
」
の
誕
生
1
戦
後
日
本
の
原
点
と
亦
久
容
一
(
岩
波
禽
、
二
0
 
一
五
年
)
、
 
X
頁
。
和
田
喬
「
戦
後
日
オ
乎
和
、
モ
義
の
原

点
」
、
盲
謹
第
三
号
(
岩
端
U
店
、
二
0
0
三
年
)
会
兵

(
§
和
田
春
樹
『
「
平
和
国
家
」
の
聖
.
一
、
九
一
頁
。

しブ

(
6
)
占
関
彰
一
『
平
和
愆
法
の
加
伶
一
姦
。
上
丸
洋
一
薪
聞
と
憲
法
9
条
1
 
「
自
衛
」
と
い
う
難
題
』
(
朝
旦
1
げ
版
、
二
0
 
一
六
仔
)
姦

塩
田
純
一
9
条
誕
生
1
平
和
国
家
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
一
金
石
波
書
」
沽
、
二
0
 
一
八
年
)
参
照

開院式勅語における「平和国家」成立過程
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(
7
)
拙
論
「
戦
後
平
和
愚
に
潜
む
伝
続
愚
 
1
1
天
皇
勅
書
と
平
和
国
家
」
、
『
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
」
(
青
山
繞
大
学
宗
教
主
任
列
究
業
巳
第

三
六
号
(
二
9
三
年
)
、
八
九
1
三
四
頁
。
「
陰
平
和
暴
に
潜
む
嘉
愚
Ⅱ
」
、
『
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
』
第
三
七
号
全
0
二
二
年
三
月
、
掲

載
予
定
)
。

(
旦
「
鞭
翌
月
の
昭
和
天
皇
勅
語
文
案
、
修
正
重
ね
「
平
和
国
家
」
に
」
(
器
委
員
豊
秀
一
)
、
一
朝
日
新
聞
』
二
0
一
七
年
一
月
四
日
朝
刊
一
頁
。
塩

田
純
『
9
条
器
一
、
ハ
ー
三
頁
参
照
。
和
田
赤
樹
「
「
平
和
国
家
」
勅
語
の
こ
と
」
、
一
鼎
ど
二
0
 
一
七
年
九
月
号
、
一
六
1
二
0
頁
姦
。
起
草
原
案

は
以
下
で
豐
可
能
。
「
第
八
十
八
回
帝
鼎
会
開
呉
勅
璽
」
、
『
公
文
類
聚
・
第
六
十
九
編
・
昭
和
二
十
年
』
類
O
N
鷲
巨
国
立
公
文
譜
館
、
国
立

公
文
書
館
テ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
プ
、
二
0
三
年
八
月
三
C
e
w
~
(
一
二
豆
＼
＼
乏
1
.
色
智
罫
一
.
讐
0
Ξ
く
余
.
如
0
.
も
＼
一
三
ぬ
＼
ω
亀
谷
拐
)
。

(
旦
和
田
鳶
「
「
平
和
国
家
」
紹
の
こ
と
」
姦
。

(
W
)
第
一
き
は
訂
正
を
加
え
た
人
物
と
し
て
「
佐
墾
邑
巳
」
と
「
酒
井
ψ
邑
民
」
の
名
か
記
さ
れ
て
ぃ
る
。
和
田
春
樹
は
こ
れ
を
「
宮
内
省
の
寵

官
」
と
言
、
つ
が
、
宮
内
省
が
手
を
入
れ
る
の
は
第
三
案
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
終
欝
券
器
で
川
田
瑞
聖
呼
び
出
し
た
内
鼎
記
官
の
修
朝
生
(
内

閣
{
旦
黒
一
談
長
)
と
酒
井
俊
彦
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「
第
八
十
八
回
帝
国
壁
甬
院
式
勅
語
案
」
参
郷
。
和
田
春
樹
「
「
平
和
国
家
」
勅
語

の
こ
と
」
、
一
九
頁
。
茶
園
裟
男
書
室
の
叢
切
翅
(
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
)
、
四
五
1
四
七
頁
盆
。
東
久
邇
稔
彦
一
東
久
邇
日
記
1
日
本

激
動
期
の
秘
録
」
(
徳
問
霄
店
、
一
九
六
八
年
)
、
一
三
四
頁
央
魚
部
刷
局
編
『
各
庁
職
貝
抄
録
』
命
刷
局
、
一
九
四
四
年
)
一
頁
参
照
国
立
公
文
告

館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。

(
Ⅱ
)
後
の
「
平
和
国
家
」
に
酪
ヨ
す
る
箇
所
は
第
一
案
で
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
「
朕
ハ
時
局
収
拾
ノ
詔
命
ヲ
下
シ
テ
ョ
リ
國
体
ノ
精
華
ヲ
発
揮
シ

テ
信
義
ヲ
世
界
二
敷
カ
ム
ト
欲
シ
日
夜
軫
念
措
カ
ス
朕
力
陸
海
稲
兵
百
僚
臣
庶
亦
善
ク
意
ヲ
體
シ
冷
耐
沈
着
統
制
ヲ
失
ハ
ス
重
大
穿
件
ヲ
乎
サ
問
一
瓢
呂

ン
ツ
ツ
ァ
リ
墜
休
ク
之
ヲ
f
フ
」
(
下
岫
雛
者
)
。
下
線
部
分
か
小
龍
官
辻
に
ょ
っ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。

(
始
)
緒
方
竹
虎
は
国
連
難
民
撃
弁
務
官
緒
方
貞
子
の
裟
父
に
あ
た
る
。

(
帰
)
棉
徐
は
ー
の
後
に
付
記
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
東
久
邇
筥
首
相
の
ー
の
後
に
第
二
案
の
最
絵
を
手
に
し
た
者
が
取
り
消
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
首
棚
四
案
を
延
断
で
削
除
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
の
で
、
お
そ
ら
く
首
相
自
身
ま
た
は
共
同
作
成
の
中
で
削
除
し
た
の
て
あ
ろ
う
和
田

春
樹
は
「
途
小
の
控
巡
は
そ
の
剛
に
火
呈
と
相
談
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
」
と
竺
て
い
る
。
和
田
春
樹
「
「
平
和
国
家
」
勅
語
の
こ
と
」
、
二
0
頁

(
H
)
欄
外
注
に
は
「
首
棉
宮
御
訂
'
」
と
あ
り
、
首
相
が
挿
入
し
た
叉
刀
(
平
和
的
新
日
本
ヲ
廷
散
:
・
)
を
郵
括
弧
で
矛
し
て
あ
る

(
巧
)
和
田
'
は
こ
の
*
・
添
ら
「
『
平
和
国
{
永
ノ
確
立
』
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
表
現
を
条
し
た
こ
と
は
漢
学
者
川
田
瑞
努
消
え
る
こ
と
の
な
い
貢

献
で
あ
る
」
と
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
敗
戦
時
の
川
田
の
働
き
を
高
く
需
し
て
い
る
。
和
田
春
樹
「
「
平
和
国
家
」
塾
問
の
こ
と
」
、
二
Q
頁

(
M
)
木
戸
幸
一
『
木
戸
幸
一
日
記
下
巻
一
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
)
、
二
三
三
頁
。

(
リ
)
和
田
春
樹
一
'
「
平
和
国
家
」
の
誕
生
』
、
三
五
頁
。
木
戸
日
記
で
は
「
七
時
五
十
分
よ
り
五
十
五
分
迄
、
御
文
庫
に
て
拝
謁
、
政
府
決
定
事
項
に
関
す
る

御
疑
問
に
つ
き
御
説
明
印
上
ぐ
」
と
あ
る
。
そ
の
前
に
「
二
時
五
十
五
分
よ
り
三
時
二
十
分
迄
、
御
文
庫
に
て
而
談
」
と
あ
る
が
、
昭
和
天
皇
と
四
黒
は

「
拝
謁
」
と
な
る
の
で
、
こ
れ
は
別
の
人
物
と
の
面
会
だ
っ
た
可
能
業
考
え
ら
れ
る
。
木
戸
幸
一
采
戸
交
 
1
 
下
巻
」
、
ご
ξ
二
頁
。

(
玲
)
和
W
樹
二
平
和
畢
」
の
艇
生
』
、
三
六
頁
。

(
W
)
和
田
春
樹
「
「
平
和
国
家
」
勅
語
の
こ
と
」
、
二
0
頁
。
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(
即
)
同
前
。
「
△
愚
」
と
す
る
か
「
承
認
」
と
す
る
か
は
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ぱ
、
加
蔓
梦
栃
局
長
が
木
戸
と
面
会
し
た
の
は
闇
議
決
定

か
行
わ
れ
る
九
月
一
 
H
な
の
で
、
最
墾
飛
が
出
来
た
後
と
老
ノ
え
ら
れ
る
。

^
開
^
^
^
^
叩
に
つ
き
相
^
あ
り
^
^
第
三
ψ
^
の
^
^
句
に
^
心
当
し
た
と
し

仮
に

て
も
、
そ
^
は
木
^
戸
と
相
^
臥
し
た
の
^
あ
っ
て
、
^
戸
^
^
皇
に
^
^
、
^
^
す
る
の
は
^
^
勅
^
翠
^
爪
に
詞
一
^
品
し
た
ル
^
で
あ
り
、
^
自
^
は
^
勿
ル
し
た
に
^
ぎ
な

も
ち
ろ
ん
、
東
久
邇
宮
匙
日
天
皇
に
「
拝
謁
」
し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
「
△
§
が
あ
っ
た
可
能
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
天
県
、
覗
臼
の
語
句

0

)L§
見
を
求
め
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

(
幻
)
束
久
邇
稔
彦
『
東
久
邇
日
記
」
、
二
0
四
1
二
0
五
頁
。

(
訟
)
和
田
春
樹
=
平
和
国
家
」
の
器
』
、
三
二
頁
。

(
器
)
栗
で
は
「
明
治
耕
当
時
の
日
本
に
立
ち
齢
り
苗
將
來
の
進
展
に
奮
勵
努
力
せ
ざ
る
可
ら
ず
(
。
〕
 
0
0
は
何
も
な
さ
ず
、
我
國
の
將
來
を
靜
に

思
老
す
」
で
誇
っ
て
ぃ
る
。
 
0
0
は
県
不
可
。
「
東
久
邇
宮
日
記
」
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
(
防
衛
省
防
俳
究
所
資
料
豐
室
所
蔵
)
。

愛
)
以
下
該
当
箇
所
を
記
す
。
傍
点
は
築
者
の
加
筆
。

八
月
一
八
日
明
治
神
宮
に
参
拝
し
「
敗
轆
の
お
わ
ぴ
を
申
し
上
げ
、
国
体
綴
持
な
ら
び
釜
義
と
文
化
の
高
き
民
主
、
支
的
な
平
和
里
と
し
て
の
新

日
本
を
建
設
し
曾
る
る
よ
う
祈
願
す
る
」
(
東
久
邇
"
『
束
久
邇
日
記
.
一
、
二
一
三
頁
)
は
栗
で
「
明
治
神
宮
に
て
は
、
我
県
現
状
の
如
く
な
り
し

那
飼
き
明
示
天
邑
お
わ
び
を
印
し
上
げ
、
苗
將
来
の
進
展
に
就
き
祈
願
せ
り
」
(
「
東
久
誓
U
記
」
一
九
四
五
年
八
月
一
八
旦
と
な
っ
て
い
る
。

八
月
二
八
日
罫
取
初
の
進
駐
が
無
事
に
済
ん
だ
こ
と
を
「
敗
戦
日
本
が
平
和
的
新
日
本
祭
髞
の
笆
歩
を
ふ
み
出
す
の
に
、
さ
い
さ
き
よ
い
前
兆
と
し
て

喜
ん
だ
」
(
東
久
認
彦
『
東
久
邇
日
記
一
、
ニ
ニ
五
頁
)
と
い
う
"
は
、
米
軍
進
駐
に
関
す
る
感
想
を
含
め
て
原
本
に
記
述
な
し
。

九
打
四
日
開
院
式
の
「
私
忠
勢
草
稿
に
つ
い
て
も
、
わ
が
国
民
が
敗
轆
と
降
伏
の
+
焚
を
需
し
了
解
す
る
こ
と
が
、
将
来
の
一
轟
ミ
兌
悟
し
、
民

.

主
的
、
平
和
的
新
日
本
を
讐
堅
9
a
と
な
る
と
考
え
た
」
(
東
久
邇
稔
彦
『
東
久
邇
日
記
』
、
ニ
ニ
九
百
じ
と
い
、
乱
分
も
原
本
に
記
ホ
一
な
し
。

九
阿
一
 
0
Π
熱
田
神
{
巻
拝
し
「
私
は
、
戦
争
が
い
か
に
悲
惨
な
も
の
で
、
人
類
の
幸
福
と
文
化
と
渠
弐
と
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
に
避

け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
を
染
く
私
の
、
心
に
刻
み
っ
け
、
平
和
国
{
永
と
し
て
の
新
日
本
の
誕
生
に
心
身
を
さ
さ
げ
て
努
力
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
、
決
意

を
ま
す
ま
す
固
く
し
た
」
(
東
久
邇
稔
彦
『
東
久
邇
晶
』
、
二
三
四
百
じ
と
い
う
部
分
も
原
本
に
記
述
な
し
。

九
月
一
七
日
の
中
国
中
央
通
迅
社
と
の
会
談
で
「
道
裟
と
文
化
の
高
い
民
主
、
支
平
和
国
家
を
建
設
し
て
」
と
い
う
一
句
を
用
い
て
〔
世
界
人
頬
の
幸
福

の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」
と
述
べ
た
都
分
(
東
久
邇
稔
彦
『
東
久
邇
H
記
』
、
二
三
八
頁
)
も
原
木
に
記
迹
な
し
。

(
栃
)
東
久
器
彦
一
東
久
邇
日
記
.
一
、
二
三
七
頁
。

(
錨
)
「
東
久
誓
1
」
一
九
四
五
年
九
打
一
五
B
。

^
^
^
^
に
以
^
^
゛
か
付
け
^
え
ら
^
て
述
、
^
ら
^
た
。
^
、
^
く
の
^
國
、
^
亘
^
師
を
日
^
に
一
^
吹
^
し
^
一
山
^
に
^
^
す
る
と
同
^
に
日
^
の
^
貰
^
を
^
る

一
」
予
 
0

、弌
日
本
は
戰
争
に
負
け
た
故
、
日
本
よ
り
無
理
な
る
注
文
は
な
さ
ざ
る
も
、
實
祭
に
於
日
本
は
食
報
に
欠
乏
せ
る
吹
、
視
察
の
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教

弓團
代
表
は
こ
れ
元
分
了
解
せ
,
乱
と
思
い
、
慨
謁
の
後
は
食
桜
に
就
き
日
本
を
救
援
し
て
も
ら
い
た
し
」
。
「
東
久
邇
宮
日
記
」
一
九
四
五
年
十
一
月
九
日
。

(
器
)
伊
藤
之
雄
『
東
久
邇
宮
の
太
平
洋
戦
争
と
靴
後
1
陸
軍
大
将
・
首
相
の
虚
実
一
九
三
二
S
九
0
年
』
(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
女
、
二
9
 
三
年
)
、
三
六

七
1
ご
、
六
八
頁
。
八
典
参
昭
。

西
)
「
笑
十
八
界
<
族
院
帝
四
麥
誘
響
張
第
三
号
」
一
九
四
五
年
九
月
五
Π
(
一
官
趣
号
外
、
一
九
四
五
年
九
月
六
旦
、
国
立
国
会
図
書
學
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シ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

西
和
田
春
樹
『
「
平
和
国
家
一
の
誕
生
』
、
三
九
頁
。

(
田
)
「
東
久
邇
宮
日
記
」
一
九
四
五
年
三
月
三
日
。

(
認
)
東
久
邇
宮
稔
彦
『
私
の
霊
』
(
東
方
券
、
一
九
四
七
年
)
。
東
久
器
彦
『
や
ん
ち
ゃ
孤
独
1
菊
の
力
]
テ
ン
の
中
の
一
人
の
人
問
吸
』
(
読

売
新
聞
社
、
一
九
五
五
年
)
。

露
)
東
久
器
彦
『
東
久
邇
日
記
』
、
二
0
四
1
二
0
五
頁
。

(
誕
)
東
久
邇
宮
の
自
叙
伝
と
日
記
出
版
は
、
後
の
世
代
が
八
月
一
五
日
を
境
に
し
て
日
本
が
「
戦
後
民
主
主
裟
」
に
急
展
開
し
た
と
誤
解
し
た
一
つ
の
要
因

と
な
っ
た
1
性
が
あ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ぱ
、
戦
後
民
主
支
の
「
虚
像
」
を
植
え
付
け
た
一
つ
の
要
因
が
東
久
速
宮
に
あ
る
七
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
別
の
機
会
に
姦
小
す
る
。

(
舗
)
高
見
利
勝
は
「
首
相
は
、
一
平
和
的
新
H
本
の
祭
豊
の
ア
イ
デ
ア
を
ど
こ
か
ら
得
た
の
か
一
と
問
い
な
が
ら
、
届
測
の
域
を
出
な
い
が
」
と
断
り
を

入
れ
て
、
①
組
閣
を
命
じ
ら
れ
た
東
久
邇
{
県
昭
和
天
皇
よ
り
軍
の
統
制
と
秩
序
維
持
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
②
吹
載
梨
盲
の
「
万
世
二
太
平
ヲ
開
カ
ム
ト

欲
ス
」
と
明
言
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
③
敗
或
後
の
軍
の
不
穏
な
動
き
へ
の
危
機
感
な
ど
か
ら
「
霜
t
た
も
の
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か

し
、
日
記
原
本
を
見
る
限
り
、
東
久
翹
宮
が
独
内
に
着
戀
を
得
た
と
は
考
え
難
い
。
高
見
勝
利
「
「
平
和
国
家
ノ
硫
立
」
か
ら
「
平
梨
楼
の
公
布
」
ま

で
」
、
三
頁
去
邑

(
託
)
戦
前
に
お
け
る
東
久
邇
宮
へ
の
石
原
一
器
の
叫
鄭
に
つ
い
て
は
伊
藤
之
雄
『
東
久
邇
宮
の
太
平
洋
戦
争
と
城
後
』
、
一
四
三
八
1
四
0
、
四
四
1
四

一
へ
一
三
0
、
一
七
五
1
 
一
七
六
頁
会
意
。

(
釘
)
東
久
邇
稔
彦
一
や
ん
ち
ゃ
孤
独
』
一
三
七
頁
。

(
開
)
「
東
久
迦
宮
品
」
一
九
四
五
年
八
月
二
三
日
。
品
繋
で
は
"
と
面
談
し
た
詔
付
に
詳
し
い
内
容
の
器
は
な
い
。
面
談
内
容
黒
し
い
記
述

は
出
版
さ
れ
た
日
記
に
依
る
。
東
久
邇
稔
彦
『
東
久
邇
日
四
三
工
憂
凾
0

(
羽
)
東
久
器
彦
一
東
久
遥
日
記
』
、
三
三
頁
。

(
如
)
滞
在
先
は
山
口
重
次
の
友
人
山
田
芳
太
郎
宅
で
あ
る
。
山
Π
旧
く
、
「
政
府
で
は
第
一
ホ
テ
ル
に
{
佰
舎
を
里
し
て
あ
っ
た
が
、
将
軍
が
米
人
が
出
這

入
り
す
る
第
一
ホ
テ
ル
鞭
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
、
渋
<
介
の
松
清
に
あ
っ
た
私
の
友
人
の
邸
を
お
借
り
し
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
山
口
重
次
「
東
久
邇
宮

内
闇
の
招
邑
『
石
原
莞
爾
全
集
第
二
巻
』
(
石
原
莞
里
集
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
)
所
収
、
六
1
七
頁
。
野
村
乙
二
朗
編
『
東
弛
璽
期
の
石
原
莞

爾
§
』
(
同
成
社
、
二
0
0
七
年
)
、
七
一
五
憂
ナ
照
。

(
4
)
山
口
重
次
「
東
久
邇
筥
内
瀏
の
招
邑
七
頁
。

(
松
)
哥
。

(
嶋
)
同
前
。

(
叫
)
こ
の
文
書
は
敗
城
日
の
夕
方
に
山
形
県
「
鶴
岡
市
郊
外
の
中
心
か
ら
西
北
へ
約
ハ
キ
ロ
の
西
野
山
部
落
の
寺
」
で
行
わ
れ
た
講
演
速
記
で
、
石
原
の
敗

城
後
第
一
声
に
な
る
。
石
原
莞
爾
「
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
{
長
呈
瓢
砧
の
大
詔
を
拝
せ
る
覺
杏
」
、
署
鰹
.
補
全
架
第
二
巻
』
所
収
。
同
文

池
、
凶
は
^
^
^
の
日
に
^
^
^
朗
^
吾
貝
に
一
^
う
^
と
^
^
し
て
以
^
で
も
^
^
。
.
冷
^
^
{
一
^
^
^
^
田
^
加
^
^
北
^
^
託
^
^
人
^
ル
^
央
^
の
出
^
元
、
喩
^
^
{
七
^
^
^
岳
^
^
佃
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作
染
』
(
展
転
社
、
一
九
九
六
年
)
。

(
妬
)
和
田
春
樹
二
希
国
家
」
の
聖
.
一
、
三
三
頁
。

(
妬
)
東
久
邇
宮
の
記
者
会
見
に
は
、
軍
備
撤
廃
、
国
民
県
お
低
下
、
食
唄
欝
産
の
た
め
の
国
民
皆
農
'
吊
の
自
由
と
特
寵
及
祭
の
自
粛
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫

・
署
批
判
等
、
石
原
が
敗
枇
日
無
っ
ミ
幾
の
要
素
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
石
原
莞
爾
「
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
ポ
ツ
ダ
ム
官
亘
需
の
大
詔
を
拝
せ

る
巌
ど
参
興
謡
砥
報
知
』
一
九
四
五
年
八
打
三
0
日
美
兵
『
朝
1
御
一
一
九
四
五
年
八
月
三
0
日
姦
。

(
芭
舞
器
蛾
知
』
一
九
四
五
年
八
月
三
八
日
。
石
努
爾
「
敗
戦
日
本
の
辿
る
べ
き
道
標
」
、
署
原
待
全
条
第
二
巻
』
所
収
。

(
蝿
)
一
箪
鞍
知
』
一
九
四
五
年
八
月
二
八
日
。

(
四
)
石
鰹
九
爾
「
世
鴛
於
西
中
山
懲
一
零
『
器
楳
語
石
原
莞
雨
.
一
(
菱
禽
房
出
版
、
二
0
0
七
年
)
所
収
。

(
釦
)
石
原
の
こ
の
理
解
は
「
天
皇
を
信
仰
し
心
か
ら
皇
淫
扶
で
泰
る
も
の
は
皆
わ
れ
ら
の
同
胞
で
あ
り
、
全
く
平
等
で
天
皇
に
仕
え
秀
べ
き
も
の
と

信
ず
る
一
七
百
う
よ
、
つ
に
、
一
君
万
民
の
平
等
理
念
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
一
君
万
民
の
平
等
思
想
に
つ
い
て
は
拙
著
一
抵
抗
権
と
人
権
の
思
想
史
1
欧

米
型
と
天
,
擶
土
の
攻
防
一
(
教
文
館
、
二
0
工
0
年
)
参
照
。
石
原
の
引
用
は
、
石
原
莞
爾
「
世
界
蕪
戦
論
」
、
七
六
頁
。

(
駐
)
石
原
か
国
柱
会
の
囲
中
賀
子
か
ら
斯
醤
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
、
以
下
の
三
量
か
ら
も
分
か
る
。
「
明
治
時
代
に
な
り
ま
し
て
R
本
の
国
体
が
世
界
的

幸
我
を
持
ち
だ
し
た
と
き
に
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
田
中
知
思
子
先
生
が
生
ま
れ
て
来
ま
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
の
組
織
を
完
成
し
、
特
に
木
門
戒
壇
論
、

聯
ち
日
本
国
価
ゞ
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
日
蓮
聖
人
の
教
え
即
ち
仏
教
は
、
明
治
の
御
代
に
な
っ
て
田
中
知
目
学
先
生
に
ょ
っ
て
初
め
て
全
面
的

に
、
組
需
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
」
。
石
罷
爾
「
世
界
最
終
器
」
、
五
四
1
五
五
頁
。

^
^
^
^
^
^
、
^
^
^
^
^
^
^
^
^
、
^
、
^
・
^
、
^
。

(
給
)
同
前
、
四
三
頁
。

(
酔
)
同
前
、
六
六
頁
。

(
託
)
器
、
五
九
頁
。

(
那
)
張
莞
爾
「
城
争
史
大
観
」
、
巾
山
隆
志
墾
二
欝
論
佳
糸
⑩
石
原
莞
爾
」
露
苦
房
出
版
、
二
0
0
七
年
)
所
収
、
二
四
三
頁
。

(
駈
)
石
原
需
「
世
界
綻
枇
邑
四
八
頁
。

(
認
)
「
第
八
十
八
回
貰
族
院
帝
黒
会
議
事
速
記
録
第
二
号
」
一
九
四
五
年
九
月
五
日
(
『
官
報
』
号
外
、
一
九
四
五
年
九
打
六
日
)
、
国
立
国
会
鼎
四

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
こ
の
施
政
方
針
一
繞
の
原
稿
を
起
草
し
た
の
は
緒
方
竹
虎
内
閣
書
記
長
と
言
わ
れ
て
い
る
。
伊
藤
之
鮒
は
当
時
法
制
局
長
官
で

あ
っ
た
村
瀬
十
坐
倫
言
を
根
拠
に
示
し
て
い
る
。
伊
藤
之
雄
『
東
久
曾
の
太
洋
戦
争
と
戦
後
一
二
六
八
ー
ニ
六
九
頁
会
兵
「
山
崎
巌
氏
・
村
瀬
直

養
氏
の
談
西
七
、
八
頁
書
方
竹
虎
伝
記
誓
鬢
料
」
西
五
、
国
立
国
会
県
量
途
§
室
所
些
松
村
,
『
松
村
壁
三
代
回
纐
録
一
、

田
知
己
編
(
吉
田
霄
店
、
三
9
 
三
年
)
所
収
、
二
五
一
頁
参
照
。

(
弱
)
「
第
八
十
八
回
貴
族
院
帝
国
焚
工
薄
遂
記
録
第
二
号
」
一
九
四
五
年
九
月
五
日
、
国
立
國
会
図
き
邑
プ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

(
釦
)
同
前
。

(
畷
)
同
前
。

(
能
)
同
前
。

武

閉院式勅語における「平和国家」成立過程
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(
儒
)
鳥
海
克
己
「
.
石
原
莞
爾
君
と
藤
軒
」
、
『
石
鰹
蚕
捺
9
1
書
簡
・
日
記
・
年
表
一
(
た
ま
い
ら
ぽ
、
一
プ
、
ノ
六
圷
)
所
収
、
三
三
三
頁
孝
H
-

(
悦
)
中
尾
裕
次
編
一
昭
和
天
皇
発
言
記
暴
成
下
巻
』
、
三
九
三
頁
。
底
本
は
、
駕
英
明
『
天
皇
家
の
戦
ご
(
新
潮
社
一
ブ
七
五
年
)
、
-
 
0
 
-

1
一
 
C
二
頁
、
閑
院
純
仁
耘
の
自
叙
伝
』
(
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六
年
)
、
三
八
一
 
1
三
八
二
百
<
。

(
備
)
伊
壁
竺
東
久
邇
宮
の
太
平
洋
戦
争
と
戦
後
』
、
ニ
ニ
七
頁
。

(
価
)
和
田
禽
=
平
和
国
家
」
の
淫
』
、
ニ
ニ
六
頁
。

(
俳
)
石
原
莞
爾
「
戦
争
史
大
観
」
、
中
山
隆
嘉
著
『
城
需
体
系
⑩
石
原
莞
爾
一
所
収
、
二
四
三
頁
。

(
儒
)
一
九
四
六
(
昭
和
二
こ
年
一
月
一
 
B
の
詔
当
天
皇
を
現
御
袖
と
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
以
下
の
有
名
空
戸
業
壽
ら
オ
た
。
「
武
卜
W
国
民
ト

ノ
闇
ノ
俳
ハ
'
始
相
互
ノ
偏
卜
敬
愛
ト
ニ
依
リ
希
バ
レ
、
単
ナ
ル
譜
卜
誘
ト
ニ
依
り
テ
生
ゼ
ル
モ
ノ
ニ
J
ス
ヂ
皇
ヲ
以
テ
現
御
朴
(
ア
キ

ツ
ミ
カ
ミ
)
ト
シ
、
且
日
本
国
民
ヲ
以
テ
他
ノ
民
族
二
優
越
セ
ル
民
族
ニ
シ
テ
、
延
テ
世
界
ヲ
支
起
ス
ベ
キ
運
命
ヲ
有
ス
ト
ノ
架
空
ナ
ル
観
念
二
基
ク
モ
ノ

ニ
モ
非
ズ
」
0
 
山
極
晃
編
『
資
料
日
木
占
領
一
天
白
直
(
大
1
店
、
一
九
九
0
年
)
、
五
二
七
頁
。
天
皇
の
「
人
問
宣
言
」
の
成
轟
科
に
つ
ぃ
て
ー

以
下
を
姦
0
 
大
原
康
男
『
神
道
指
令
の
研
究
』
原
書
房
、
一
九
九
三
年
)
。
島
鼎
璽
佐
日
本
と
同
才
謡
ー
ナ
由
乗
捗
を
め
ぐ
る
宗
デ
と
W
ど

(
岩
馨
店
、
二
9
 
二
年
)
。

(
四
拙
著
一
抵
抗
佐
と
人
権
の
思
想
史
』
第
二
部
央
兵

(
和
)
島
薗
進
は
同
様
の
問
題
斉
叢
を
「
神
聖
天
白
乗
敬
」
と
い
、
ユ
言
葉
で
と
ら
え
、
明
治
以
降
に
罰
f
さ
れ
た
国
芽
神
道
の
俳
地
と
要
索
を
白
重
宇
可
と
の

関
係
か
ら
歴
史
的
に
確
認
し
、
戦
後
に
そ
の
回
復
を
目
論
む
動
き
が
あ
る
こ
と
に
弐
盆
を
叫
'
ら
し
て
い
る
島
薗
進
昂
斗
後
日
オ
と
国
才
神
L
』
孝
r
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The process of Establishing a "peace state" in the lm erial Rescri t tth

Opening of the Diet:1he lnnuence of peace Thought Based on the Nat' 1

Ide010gy ofprince Naruhiko Hi曹ashikuni.no、miya and Kan'ilshiwara
hy YUIAKA MORISHIMA

This paper focuses on the concept of Japan as a " peace state"(he八Va kokka), as found

Withm the imperial rescnpt pl'esented at the openino of the Diet on se tember 4th,
1945・ The term "peace state" comes from Emperor sh6Wa's remarks at the Diet'介・ t

Openmg ceremony after world war n.1n recent years, the discover of the draft for

Said remarks has led to an understandinσ thatthe word was coined b prince Naruhik

Hlgashikun卜no-miya, who brieay served as Japan's first postwar prime Minister

HO、vever, this paper focuses on the prince's orioina1 山ary to show that the idea did n。t

in fact origmate with hlm, and considers from where he himself adopted this term

開院式勅語における「平和岡家」成立過雜

FⅡ'st, thr0Ⅱgh analysis of the onginal diary、 this paper con丘rms that this term was used

as an appealto foreign countries. second, it proves that this idea was inauenced b

Kanji lsh武Vara, a generalin the lmpeTial Japanese Army. Third, in confirmino the

nature of lsh武Vara's idea of peace、it reveals a continuity beいVeen the ostwar eace

State and prewar nationalide010gy、 Throuoh this very continuity,the notion of a " eace

State proved acceptable to multゆle pa此ies involved in japan's rebirth^indudinσ the

Japanese people who had sU仟eTed in defeat,the GHQ who souoht a smooth occupation
by preserving the Emperor of ]apan, and the Japanese oovernment who demanded the

Protectlon of the national polity.1n other 、vmds, U〕is paper demonstrates that the

Concept of the "peace state" provided a unifyino nationalidentity for ostwar Ja an

thmugh its capacity to embrace a variety of contrasting ide010oical positions
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